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研究成果の概要（和文）：肺移植は、他に有効な治療がない進行した呼吸器疾患において、生活の質を高めかつ
生存期間を延長させることができる唯一の治療法である。近年の肺移植後の生存期間延長には、抗菌薬の予防投
与や新規薬剤などによる感染症管理向上が大きく寄与している。しかし、標準術式が片肺移植である日本で、そ
れらの感染症対策がそのまま当てはまらないことも多い。片肺移植を受けた患者の移植肺、固有肺から検体を回
収し、HIRA-TAN法と微生物同定法で検出された病原体がどのように肺移植後の予後に影響をおぼよすのか検証す
る。

研究成果の概要（英文）：The aim of study was to analyze pathogens identified by HIRA-TAN method and 
the conventional microbiological test from native and transplanted lung in the transplant recipients
 who underwent single lung transplantation, and review the outcome of the patients according to the 
identified pathogens. 

研究分野：肺移植

キーワード： 肺移植　感染症　HIRA-TAN　緑膿菌　アスペルギルス　新型コロナウイルス

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
肺移植患者の移植肺（グラフト）機能不全に寄与する病原体のスクリーニングを解析できた。肺移植後の緑膿菌
や非結核性抗酸菌の保菌状態と予後の解析、また、感染性肺障害が移植後予後にどれほど関与するか検証し学術
論文として報告した重篤な感染症を罹患しやすい患者群であるが研究期間内に複数の報告をすることができ、本
邦の移植医療の診療ならびに研究レベル向上に寄与できると思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
肺移植は、他に有効な治療がない進行した呼吸器疾患において、生活の質を高めかつ生存期間を
延長させることができる唯一の治療法である。近年の肺移植後の生存期間延長には、抗菌薬の予
防投与や新規薬剤などによる感染症管理向上が大きく寄与している。しかし、標準術式が片肺移
植である日本で、それらの感染症対策がそのまま当てはまらないことも多い。 
 
２．研究の目的 
 
片肺移植を受けた患者の移植肺、固有肺から検体を回収し、HIRA-TAN 法と微生物同定法で検
出された病原体がどのように肺移植後の予後に影響をおよぼすのか検証する。 
 
３．研究の方法 
 
HIRA-TAN 法（Human-cell controlled Identification of Respiratory Agent from TAN）は、
real-time PCR 法を基盤とした呼吸器感染症の起炎菌の迅速診断であり、28 種類の病原体を網
羅する。検出された病原体が起炎菌か定着菌かを鑑別できる特許技術であり（日本特許登録
4665203、中国特許登録 CN102112625、欧州特許登録 EP2253712B）、本研究ではここに SARS-CoV-
2 を追加した。 
 
４．研究成果 
 
＜倫理申請＞ 
2021 年、本研究内容を東北大学大学院医学系研究科倫理委員会に申請（承認番号 2021-1-594）。 
 
＜SARS-CoV-2 診断システムの確立＞ 
国立感染症研究所が推奨する SARS-CoV-2 の逆転写 real-time PCRを採用し、SARS-CoV-2 の cDNA
テンプレートを検出できることを確認。 
 
＜HIRA-TAN 法の検出標的拡大＞ 
既存の検出標的 28 種類に加え、SARS-CoV-2 を追加することで、COVID-19 へも対応できる迅速診
断検査となった。 

 
表 1  HIRA-TAN法の検出標的 

Homo sapience Mycoplasma pneumoniae 

Streptococcus pneumoniae Legionella pneumophilia 

Streptococcus aureus MSSA Chlamydophila pneumoniae 

Streptococcus aureus MRSA Chlamydophila psittaci 

Haemophilus influenzae Coxiella burnetii 

Pseudomonas aeruginosa Bordetella pertussis 

Acinetobacter baumannii Mycobacterium tuberculosis 

Stenotrophomonas maltophilia Mycobacterium avium 

Burkholderia cepacia Mycobacterium kansasii 

Klebsiella pneumoniae Mycobacterium abscessus 

Escherichia coli Nocardia asteroides 

Serratia marcescens Influenza virus 

Moraxella catarrhalis Human metapneumovirus 

Aspergillus fumigatus RS virus 

Pneumocystis jiroveci SARS-CoV-2  

 
 
＜呼吸器感染症への HIRA-TAN 法の応用＞ 
呼吸器感染症を発症した 20 名の肺移植患者に HIRA-TAN 法を施行した。8名で肺炎起炎菌の同定
ができた（Pseudomonas aeruginosa 6 名、MRSA 2 名、Klebsiella pneumoniae 1 名、
Stenotrophomonas maltophilia 1 名）。研究期間中、肺炎を発症した患者は、本研究に登録する
前、既存の検査法（保険診療で実施される RT-PCR）で SARS-CoV-2 感染症と診断されており、
COVID−19 患者から呼吸器検体を使用して解析をすることは院内感染対策からも不可能であった。



そのため、本研究では、COVID-19 陰性の呼吸器感染症患者において、肺炎起炎菌の同定を行う
こと、また、SARS-CoV-2 が検出されないことの確認作業が中心となった。 
 
研究期間中、肺炎により死亡した移植患者はいなかった。 
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